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研究要旨 
DPC データベースはわが国の急性期入院患者の約 50％以上を占める大規模な診療報

酬データベースであり，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んでいる。これらを有

効活用することによって種々の臨床疫学研究やヘルスサービスリサーチが可能であ

る。平成 29 年度には DPC データベースを用いた臨床疫学研究およびヘルスサービス

リサーチの原著論文が 53 編、本分担研究チームから英文誌に掲載された。DPC デー

タベースの利活用はエビデンスに基づく医療に貢献し、日常臨床のプラクティスの改

善に資するものである。 
 
 

A. 研究目的 
DPC データ調査研究班は，参加各施設の

スタッフや臨床各専門家のご協力の下，

DPC データの収集・分析を進めてきた。

DPC データベースはわが国の急性期入

院患者の約 50％以上を占める大規模な

診療報酬データベースであり，詳細なプ

ロセス情報とコスト情報を含んでいる。

これらのデータを利用して，患者集団を

対象とした臨床疫学やヘルスサービスリ

サーチが可能である。 
平成 29 年には DPC データベースを用い

た臨床疫学研究およびヘルスサービスリ

サーチの原著論文が 53 編、英文誌に掲載

された。本報告では，DPC データを用い

た臨床疫学研究の具体例を３つだけ紹介

する。すべての成果は「E.研究発表」の

論文リストを参照されたい。 
 
(1)ワルファリンまたは経口抗凝固剤を

使用する患者の内視鏡的治療に関連す

る消化管出血および血栓塞栓症 
ヘパリンブリッジおよび内視鏡治療のタ

イプを考慮に入れた上で、ワルファリン

と直接経口抗凝固剤（DOAC）に関連す

る内視鏡治療後のアウトカムを比較する。 
 
(2)リンパ節転移を伴う小細胞肺がん患

者に対する術後の化学療法と放射線化

学療法の比較 
小細胞肺がん、とくにリンパ節転移症例

の最適な術後の治療戦略は明らかでない。

我々はリンパ節転移を伴う術後小細胞肺

がんに対する化学療法と化学放射線療法

を比較した。 
 
(3)肺炎入院患者における認知症と自宅

退院の関連についての検討 
認知症患者において肺炎はもっとも一般

的な死因であるが、入院を要した肺炎患

者の予後については十分に検討されてい

ない。我々は、肺炎で入院を要した患者

において、認知症と在院死亡および退院

先の関連について検討した。 
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B. 研究方法 
(1)ワルファリンまたは経口抗凝固剤を

使用する患者の内視鏡的治療に関連す

る消化管出血および血栓塞栓症 
DPC データを用いて、2014 年から 2015
年にかけて 13 種類の高リスク内視鏡治

療のいずれかを受け、術前ワルファリン

またはDOACを服用した 16977例の患者

を同定した。ワルファリンと DOAC 群の

間の消化管出血と血栓塞栓症を比較する

ために 1 対 1 の傾向スコアマッチングを

行った。 
 
(2)リンパ節転移を伴う小細胞肺がん患

者に対する術後の化学療法と放射線化

学療法の比較 
DPCデータベースを用いて、2010年7月か

ら2015年3月までのN1とN2リンパ節転移

のある小細胞肺がん症例を抽出した。年

齢、性別、併存疾患、手術時のTNM分類、

手術法、化学療法薬剤、入院中の放射線

治療、退院状況を検討した。Cox回帰分

析を用いて、化学療法と放射線化学療法

の無再発生存期間を比較した。 
 
(3)肺炎入院患者における認知症と自宅

退院の関連についての検討 
日本国の入院データベースである、DPC
（Diagnosis Procedure Combination）デー

タベースを用いて2010年5月1日から2014
年3月31日までの間に入院した60歳以上

の肺炎患者を後ろ向きに検討した。性別、

年齢、BMI（body mass index）、肺炎の

重症度、認知症を含む併存疾患を検討し

た。アウトカムは在院死亡と自宅退院と

した。自宅退院との関連の検討は、多変

量Cox回帰分析にて行った。 
 
C. 研究結果 
(1)ワルファリンまたは経口抗凝固剤を

使用する患者の内視鏡的治療に関連す

る消化管出血および血栓塞栓症 
5046 ペアを含む傾向スコアマッチド分

析では、ワルファリン群は DOAC 群より

も有意に高い消化管出血割合を示した

（12.0％対 9.9％、p = 0.002）。血栓塞栓

症（5.4％対 4.7％）または院内死亡率

（5.4％対 4.7％）では有意差は認められ

なかった。消化管出血および血栓塞栓症

のリスクは、ワルファリン+ヘパリンブ

リッジングまたは DOAC +ヘパリンブリ

ッジングで治療した患者では、DOAC 単

独で治療した患者よりも大きかった。経

皮的内視鏡下胃瘻造設術と比較して、内

視鏡的粘膜切開、内視鏡的粘膜切除およ

び内視鏡的静脈結紮または内視鏡的注射

硬化療法を含む止血処置を受けた患者は、

消化管出血のリスクが高かった。括約筋

切開術または内視鏡超音波ガイド穿刺吸

引細胞診は中等度のリスクであった。 
 
(2)リンパ節転移を伴う小細胞肺がん患

者に対する術後の化学療法と放射線化

学療法の比較 
無増悪生存期間の中央値は、化学療法群

（n=489）と放射線化学療法群（n=75）
でそれぞれ、1,146日（95％信頼区間

885-1407 ）と 873 日（ 95 ％信頼区間

464-1,282）であった。患者背景で調整し

たのちには2つの治療法に差はみられな

かった（ハザード比 1.29、 95％信頼区

間 0.91-1.84）。 
 
(3)肺炎入院患者における認知症と自宅

退院の関連についての検討 
470,829 の 肺 炎 入 院 患 者 の う ち

45,031(9.6%)は認知症を伴っていた。在院

死亡は、認知症のありとなしでそれぞれ

13.1%と13.4％であった。（P=0.63）自宅

退院した患者の割合は、認知症ありとな

しでそれぞれ52.9%と71.3％であった。

（P<0.001）自宅退院についての調整され

たハザード比は、認知症のある患者で

0.68（95%信頼区間0.67-0.69、P<0.001）
であった。 
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D．考察 
(1)ワルファリンまたは経口抗凝固剤を

使用する患者の内視鏡的治療に関連す

る消化管出血および血栓塞栓症 
術後のGI出血のリスクは、DOAC患者よ

りもワルファリンで高かった。ヘパリン

ブリッジングは出血リスクの増加と関連

し、血栓塞栓症を予防にはつながらなか

った。出血リスクは、内視鏡治療の種類

によって異なっていた。 
 
(2)リンパ節転移を伴う小細胞肺がん患

者に対する術後の化学療法と放射線化

学療法の比較 
N1、N2 リンパ節転移を伴う小細胞肺が

ん患者において化学療法と放射線化学療

法とで無再発生存期間に有意な差を認め

なかった。無作為盲検試験が必要と考え

られた。 
 
(3)肺炎入院患者における認知症と自宅

退院の関連についての検討 
肺炎患者の在院死亡率は、認知症のあり

となしとでは有意な差を認めなかった。

しかしながら、認知症のある患者は自宅

退院できる可能性が低かった 
 
 
本報告で紹介したように，DPC データに

含まれる詳細なプロセス情報等を有効活

用することにより，種々の臨床疫学分析

が可能である。今後さらに経年的にデー

タを蓄積し，DPC データベースをわが国

の臨床疫学・ヘルスサービスリサーチ発

展のために役立てていくことが肝要であ

る。 
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